
京都市分譲マンション改善事例 

団地機能をアップさせるバリアフリー改修！？ 

「スロープ設置で手押し車もベビーカーも安全！」 

東大路高野第２住宅 管理組合 

理事長 ゴードン裕美さん 

 

＜ 助 成 制 度 概 要 ＞ 

        助 成 金：工事費の 1/2，上限 100 万円 

        対 象 工 事：共用部分のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修に係る以下の工事 
        ・廊下，階段等の段差の解消 ・手すりの設置 ・床のﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ化 
        ・通路や開口部の拡幅    ・エレベーターの設置 
        ・その他，京都市建築物等のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの促進に関する条例における共同住宅等が満たす 
        べき要件に該当する工事 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

 平成２７年度に，京都市の「分譲マンション共

用部分バリアフリー改修助成制度」を活用した

「東大路高野第２住宅」を，管理組合の理事長ゴ

ードン裕美さんにご協力いただき，ご紹介いたし

ます。 
 

２．マンションの概要 

 昭和５５年建築，３３０戸１４棟が，色付く

木々と旧鐘紡京都工場の赤煉瓦に調和して建ち

並ぶ，少しノスタルジックな団地型のマンション

です。 
 

３．改修工事のきっかけ 

 平成２６年に，当団地のコンサルタントから，

管理事務所前の段差について，バリアフリー化の

提案がありました。 

 管理事務所は，単に管理事務所という機能だけ

でなく，団地内のコミュニティを円滑に進めるハ

ブ的な役割も担っており，安心・安全な団地生活

に重要な場所となっているため，手押し車やベビ

ーカーを押す方に

も，活発に利用して

いただけるようバ

リアフリー化の提

案を受け入れるこ

ととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

４．改修工事の内容 

 工事前は，前面通路から管理事務所の床まで約

５０ｃｍの高低差があるほか，管理事務所前の床

のタイルが剥がれているなど老朽化が進んでいま

した。 

５０cmの高低差を解消するため，折り返しも含

め約１０mのスロープを設置。 

緑は少し減ってしまいましたが，人が集えるテラ

スを確保しました。 

 

 

 

 

５．完成後，ゴードン理事長に聞きました。 

この団地は，買い物，病院，移動に非常に便利

なことに加え，敷地内には，自慢の植栽もあり，

誰にでも住み易い団地です。 

これまで車椅子を使用する方はいませんでした

が，今年になり，高齢者の方で車椅子を使用する

こととなった方がいるので，タイミングよくバリ

アフリー改修ができて喜んでいます。 

手押し車・車椅子・ベビーカーでも安心・安全

に使用できるようになったので，今まで以上に管

理事務所の利用，コミュニティの場として活用が

進むと期待しています。 

 

 

 

 

 

この印刷物が不要になれば 

「雑がみ」として古紙回収等へ！ 

１．はじめに 

２．マンションの概要 

３．改修工事のきっかけ 

４．改修工事の内容 

５．完成後，ゴードン理事長に聞きました。 

管管理理事事務務所所  

【改修費用】 約２，６００千円 

【助成金額】  １，０００千円 



  

 

 

 

BBBeeefffooorrreee   
 

みみみんんんなななががが集集集まままるるる管管管理理理事事事務務務所所所前前前ををを手手手すすすりりり付付付きききスススロロローーープププににに改改改修修修   

合合合わわわせせせててて安安安全全全なななテテテラララスススににに改改改修修修   

元元元ののの出出出入入入口口口ももも安安安全全全ななな階階階段段段ををを設設設置置置（（（正正正面面面）））   

発行：京都市都市計画局住宅室住宅政策課（TEL：075-222-3666） 京都市印刷物：第 275393 号 
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 番地        平成２８年３月発行 

手手手すすすりりり付付付きききのののスススロロローーープププををを設設設置置置（（（正正正面面面右右右側側側）））   


